
第 39号 (1)

必，.39
発行大野市議会
TEL 6-1111 

(内線 303) 

印刷!松浦印刷

野大報会鶴市昭和54. 11. 1 

市
鶴
会
報

一般会計補正予算 1憶7，940万円を追加

第183回9月定例市議会は、 9月21日招集され、会期を28日までの8日間と定め、

理事者から提出の議案10件を原案どおり可決・承認・同意しました。また市民の

皆さんから出された請願・陳情を別掲のとおり決め、最終日には選挙管理委員会

委員および補充員の選挙並びに議員提案による「大野工業高等学校繊維科設置要

望決議」を満場一致で可決し28日開会しました。

奥越の発展と近代産業への脱皮のだめ工業を中山とする産業教育の

重要性から大野工業高根ガ開校され今日に至っている。

近年、当市の基幹産業だる繊維産業は就労者の高齢化、若年労働者

の就業の低下により、経営管理の転換期を迎え、授術者の養成及び新

技術の開発ガ急務である。

よって、県当局においては、明年度より

大野工業高枝1こ繊維桝(仮柿)を設置され

るよう強く要望する。
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大野工業高等学校繊維科設置要望決議~: :: ::~~ : : :::H:: :::ト

|I 9月定例市議会 1

9月定例会審議日程 ; 

/21日本会議(舗の決定、議案-1
括上程、提案理由の説i

i 明) ¥ 

?22~24日 休会 } 

:25日本会議(噌質問、各案件委;

{ 員会付託) 三

26日委員会(産業経済建蹴任)j
)27日委員会(教育陛・糊常任)}

)28日 本会議(各委員長報告、質疑}

ミ 討論、採決、選挙管理{

; 委員会委員の選挙) j 

OO  
Z玄

上記のとおり決議する。

議市

昭和54年9月28日

野大

d大野工業高等学槙

村事業負担金 366万円⑤道路、河川補修

工事費 1，Ui)()万円z道路・橋りょう・河

川改良工事 5.313万円刈助札都市下水

路改良工事 471万円問的札小 ・中学校

舎の補修工事費 481万円のj皇JJ札 阪谷小

学校の水源調査委託 130万円2 文化財補

修工事補助 176万円。公民館備品購入費

300万円。 市史編さん費708万円の追加一

なと。

〔歳入〕

市税1f意2，800万円。地方交付税 893万円。

介担金及び負担金 140万円。使用料及び

北大野駅前舗装工事 270万円勺駅東駐車

場舗装工事 216万円。社会福祉協議会委

託料 143万円の追加。未就学兜の言語治

療教室設置70万円。六百師保育園の給食

事業費 146万円。酒米生産安定実証圃設

置事業補助 150万円。市単土地改良工事

450万円。周年型営農推進事業楠助88万円。

集団営農用機械施設整備事業補助 2，009

万円。新農業情造改善事業推進委託 102

万円。林道整備の調査費 154万円。林道

千本杉線舗装工事 500万円。林道補修工

事 895万円のi的目。麻那姫湖青少年旅行

一
潟
織
的
拘
W
W同
持
部

車

明

け

人

老

q

m
M印税
脈

e
m
m銭

刊

川

以

川

口

肌

肝

沼

部

通
僚
船
ゆ
ぬ
お

証

取

明

光

満

開

誠
銭
齢
陵
祝
祭

桝
側
川

抑

即

事

詩
お
緬
調
謁
郡

桧

杭

引

川

万

江

税
同
窃
磁
臨
時
mm
銭

4
ベ川

ων

側

面

総
総
論
調
認
総

附
;
、

弘
北

刑
噂

m
猟
銃
絞
ま
m
猟
銃

刊は刊

側、
J

悶

4

総
収
ω急
川
崎
総
務

度
日

-J
、
酌

リ
ー
暁
子

m
m鏡
鉱
骨
院
m
M筏

岬

嚇

パ

締

止

酌

ρ

認
M
W過
週
開
明
持
制

ω
町

内

位

加

九

歳

郡

松

m
m印税
m消
印
税
川
消
印冷

昭

今

追

し

{

興

福
振

人



第 39号 (2)

手数料70万円。国庫支出金 444万円。県

支出金 3，188万円。繰越金 404万円ーな

ど。

砂大野市道路線の認定忍び変更について

集落内の主要な連絡道路を市道として

認定し変更するもの。

。新しく市道として認定したもの。

下中野中荒井町線340m、新庄区内線536

m、菖蒲池区内2号線 420m、上荒井区

内線 2時Om、阿船E領家区内線 260m。

下御給区内線 270m、東山区内線 230m

東山区内2号線巴500m、佐開鬼谷線 750

m、蕨生区内線400m、柿ヶ島区内線2fi)

m、堂島区内線 250m。

。変更したもの

小矢戸八幡、大矢戸線上270mをl，020m

に、木本中線 277mを 387mに。

惨大野市道路台帳整備委託事業の鯖負契

約について

大野市全域にわたって道路台帳を整備

委託するため、 1億4，050万円て精負契約

を締結するもので、昭和56年7月31日ま

て切2ヵ年継続て安施の予定である。契

約の概要は空中写真及び骨格測量、平面

図及ぴ調吾作成等である。

選管委員・補充員決まる

市選挙管理委員および補充員は、

法律の規定によ り選挙権を有する者

で人格高潔、政治および.'jj!挙に関し

公正な識見を有するもののうちから

議会において選挙することになって

います。10月9日で委員の任期が満

了となるので、新委員の選挙を9月

28日の本会議において行った結果、

次の方々が当選されました。

。委員

加藤庄松氏(75)日吉町

中村道彦 氏(53)牛ヶ原

永田房子氏(55)新庄

石田泰蔵氏(72)橋爪

佐氏(62)上打波

松井豊治氏(62)上 野

長谷川 久氏(55)中保

皆川英樹氏(45)下侃

.."，....".，..岨唱、.'....-.~..、世間円J、-..~‘・"九 ‘.""'" ・・.'-'.-..-、....・，.. ヘ.....~‘ .- _._，， -

市機会報大野

[ー につして

問 当市の将来進むべき指針としての基

本構想が、 12月議会に提案きれると聞い

ている。この構想には当市の独自性が発

揮されていなければならないと思う。ま

た過日実施した住民の意識調査の結果を

どのように生かしていくのか。

答 もちろん当市に適した構想を立てて

12月議会に提案し承認を得たい。既にお

手元に構想、の試案カ暫時きれていると思

うが、 12月までに議員各位のご意見等も

十分拝聴し、手直しの必要な，点があれば

していきたい。コンサルタントに委託し

たが、あくまでも構想そのものは各課連

絡会を聞き、市民のアンケート調査に基

づく要望事項等も十分参考にして長期構

想を立てた。実施計画については、各課

において年度末までに取りまとめ、計画

は3ヵ年のロι リングで進めたい。

上庄小学校建設について

間上庄小学校を改築する場合、現在の

敷地面積で可能か。また、同校の木本・

吉両分校を今後統合するのか、それとも

独立校として考えていく のか。

答 57年度に改築の計画であるが、現荘

の学校敷地内で十分改築は出来ると思う 。

実施計画等につ

いては時間的余

裕もあるので、

来年度から地域

の皆きん方と十

分、話し合いを

進めていきたい。

両分校の統廃

独立等の問題は

地元とよく協議

昭和54.11. 1 

し、教育上望ましい結論を出したい。

林道整備に伴う

地元負担の軽減について

問 当市は林道網の整備が非常に遅れて

いる。その原因の1つは林道整備に対す

る地元負担か高率で、あるためであり、負

担率の軽減を図るとともに、積僚的に林

道開設を進めて欲しい。

筈地元負担については新規の剖函に乗

ってやる場合、年度当初において十分検

討し軽減すべ〈 努力したい。また林道網

の整備の遅れについては、国が実施する

計画に乗り遅れている面が多々あると思

う。国が来年度実施する休業地域の総合

整備事業を当市も取り入れて、林道の整

備にカを入れていきたい。

上水道の今後の計画について|

問 昨年着工した南部地区の上水道第 1

期工事は今年度完了する予定てあるが、

第 2期工事を計画通り来年度着工するの

か。また南部地区の現在の加入状況はど

うか。

答南部地区の加入率は約60%である。

地区住民の協力をI~.互い、加入率を高める

べ く努力を続けている。加入者が少ない

と上水道会計が維持出来ないので、十分

地域住民の協力か得られるよう話し合い

を進めて、加入状況とにらみ合せて事業

に着手したい。

なお第2期工事の水源池の用地確保は

事前に進めたい。

マ主庄小学根
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特産野菜の価格安定基金

の増額について

問今後水図利用再編対策が厳しくなる

中で、当市は里芋、ニンジン、イチゴの

特産時築にカを入れてきており、安心し

て作付け出来るよう価格安定基金制度を

設けたが、現在の基金では十分で、ない。

増額出来ないか。

答今年度の状況を見て農協や農家の皆

きん方とよ〈協議し、増額の必要があれ

ば考えていきたい。

~誘致後の問題…
問先に当市が誘致した日本コンデンサ

ーの人貝整理の際、話し合いのテーブル

にも着かないまま推移した経緯がある。

市は今後誘致企業が人員整理等をした場

合、どう対処するのか。

答市が積極的に誘致した企業が人員整

理を行った場合、傍観していることは問

題である。企業のことであり非常に難し

い問題もあるが、企業と行政の立場でい

ろいろと協議し、人員整理等の場合は再

配置等受け入れるべき企業にお願いする

など、その時の状況によって対処してい

きたい。

医療問題について

間 当市の最重要課題である市民病院、

休日;急患センターなど、いわゆる公的医

療総設設置に向かつて、去る 7月地域医

療協議会が発足したが、 その協議会の進

め方が消極的であると聞くが、どうか。

また公的医療施設設置の見通しはどうか。

答協議会の発足までに医師会といろい

8月臨時市機会一一一

第182回8月臨時市議会は 8月21日招集され、会期を|日限りと定め、返事者か

ら提出の議案2件を可決しました。 議案の内容は次のとおりですっ

砂工事請負契約について 砂工事請負契約について

有終南小学校校舎改築工事を5億7，7 し尿処理場改造工事を1億1，800万円

30万円で請負契約を締結するもので、 で請負契約を締結するもので品、昭和55

昭和55年7月30日までに完成予定。鉄 年3月25日までに完成予定。第2消化

筋コンクリート造3階建、延面積5，595 槽設備改築工事一式。
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有終南小の移転改築に

伴う周辺整備について

間有終南小学校の移転改築に伴う周辺

整備として、付近の2つの製材所の移転

状況はどうなっているのか。

答 lつは移転先の用地か確保され、近

〈補償の話し合いに入る予定である。も

う1つは用地確保の話が進んでいる邸皆

である。

石油問題について

間石油需給動向に伴う不安は、灯油・

軽油の品不足、石油関連製品の高.を呼

ぴ、全国的に深刻な事態になっている。

冬場の需要期を迎え買占め、売惜しみが

あった場合、市はどのような対策を考え

ているか。

答法の規指IJもあり、当市ではそういう

事態はないものと信じている。しかし金

〈有望がないわけではないので、石油の

量か努鵠IJきれていく中で、消費者グルー

プ連絡協議会を通じて、消費の節約を呼

び掛けると共に販売業者に対しても円滑

な供給を要望していきたい。
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主義黄金活動三

浦ぷ蹴輔醤議議除草2

各委員会のおもな要望・意見など次の

とおり。

-建設委員会

①区道等の舗装の問題について。市道編

入舗装の請願・陳情か数多く提出きれて

いることにかんがみ、過去数回にわたっ

て指摘してきた。この際なんらかの方途

を講ずべ〈理事者の意向をただしたとこ

ろ、今後区道等の舗装に当たっては、そ

の工事の←都を地元て負担願って市の直

営で施行していきたいとの答弁であった。

市の前向きの姿勢に対して全委員がニれ

を了とし、今後直営施行能力等を十分勘

案して年聞の計画を立て、予算の増額に

ついて特別の配慮をし、土木行政の推進

に一層の努力を払うよう強〈要望した。

②下水道の終末処理場用地の確保にっし、

では、本会議でも論及されたが、公共用

地は買収という基本姿勢に立って、用地

確保に一層の努力を払われたいとの意見

が述べられた。

-教育民生委員会

①地域医療協議会の今後のあり方等につ

いてただしたところ、その説明には具体

性がなく、進むべき道がはっきりしてい

ない。例え 7月に発足したばかりとはい

え、公的医療施設の設置に対する市民の

切実な要望に基ついて設置されたのであ

るから、その重要性を再認識し、休日急

患センターはもとより、市民病院の建設

に向かつて、積極的に諮問すること。ま

た、休日急患センターの建設は、援興計

画の中て:57年度に計画きれているが、 55

年度に是非建設すべ〈、例え全額一般財

源を投入してでも積極的に取り組むよう

強〈要望した。

②大野工業高等学校に繊維科の設置につ

いて。当奥越の発展と工業を中心とする

産業教育の重要性から本校か官服された

が、繊維科がなく当市の基幹産業である

繊維工業の発展上不可解と言わざるを得

市 職 会 報 大 野

ない。以前勝山精華高校に繊維科が設け

られていたが、現在は廃止きれている。

若年労働者の定着を望む当市にと っては

技術者の養成、技術開発、繊維工業発展

のために是非とも繊維科の新設か望まれ

る。今後、市・議会一丸となって、 明年

度に向けて大野工業高等学校に繊維科設

置の強力な運動を展開すべきであるとの

強い要望があった。

の土会福祉協議会に対する委託料につい

て。本委託料は6月にも補正され、その

際委員長報告でも指摘したとおり 、委託

料としての性質上、補正ごとに委託料が

計上きれることは理解に苦しむ。今後管

理運営、使用料の問題も含めて、十分検

討するよう要望した。

昭和54.11. 1 

-総務委員会

任湾代東市営駐車場について。管理上から

まだ交通安全の立場からも駐車場の表示

をして、市民か不測に利用出来るよう、

きらに位置についての周知徹底を期すべ

きことを要望した。

②市税の調定について。今回の補正で、

1億2，800万円の増か計上きれているが、

地域事情から出来る限り事業が円滑に執

行出来るよう、年度当初において確実な

データ等により、歳入欠陥が生じないよ

う留意して調定するよう要望した。

③基本計画については、市民参加を基本

として要望を強〈取り入れ、医療問題な

どは緊急度に応じて慎重に検討し作成す

るよう要望した。

市民から提出された請願・棟情

採択されたもの

番 号 イ牛 名 提 出 者

請願21 市道編入について 中津川区長 藤図 護外 1名

請願22 私道の市道移管について
泉町 1区長

中出繁三郎外 7名

請願23 林道寺月線工事継続について 伏石区長
林 桂一外 2名

請願25 市道編入について
伏石区長

林桂一外44名

請願26 排水路の改修について
城町 2区長

山形甚吉外16名

請願27 南校下公民館の建設について
西里町区長

若山秋俊外10名 |

請願28
駅前・清滝線の早期着工につい 春 日i萄庖街理事長
て 山内 弘外 8名

請願29 農協会館の助成について 大野市農協組合長理事大
霞原 登

陳情14 設備資金利子補給について 福井i入県公衆浴場業環境衛生同業
組大野支部長 竹田誓外 1名

陳情15 河川の改良と凌せつについて
両砂町 1区長

桑野 伊 一

陳情16
側溝の拡幅改良と常時通水につ 高砂町 1区長
いて 桑野伊一

陳情19 市道認定について
大矢戸区長

斉藤伝蔵

継続審査となったもの

請願24 工場誘致について
大野織物工業協同組合

理事 長 斉藤政雄

陳情 7 し尿汲取問題の解決について
錦町 4-36 

中村雄次郎外 1名

陳情 9
銭灸マ ッサージの国保協定復活 大野地区区長会長
について 安土義雄外3名

陳情17 工場誘致について
大野縫製組合

マ ックス外13社

陳情18
市道の一部路線変更及び改良工 中荒井町 2丁目区長
事の促進について 霞安光成外87名


